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號 閃 十 珂 第

講

　
蠶

　
双

資

新

1　　丶

東
京
市
内
に

於
け
る

主
な
る

煖
房
汽
罐
の

現
況

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

本

費

料
ぱ

燃

料
研

究

所
の

調

査
に

係
る

も

の

に

し

て
、

同

所
の

許

諧
為

得
て

茲

に

其
の

一

部
な

載

録
す

る

も
の

な

り
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一

、

汽
罐
型
式
　
左
記
に

蒐
集
せ

る

五

拾
個
所
一

〇
七
基
の

煖
房
汽
罐
中
動
力
汽
罐
に

併
用
せ

る
一

〇
基
を
除
き
共
餘
九
七

基
は

悉
く

煖
房
專
用
汽
罐
と

し
て

製
作
せ

ら
れ

し

も
の

な
り

、

今
煖
房

專
用
汽
罐
に

つ

き
其
製
作
品
を
見
る

に

内
地

製
品
僅
に

八

基
に

し
て

其
他
は

何
れ
も
米
及
獨
の

製
ぽ

叩

を
使
用
す

、

殊
に

米
國

製
は

總
數
の

七

割
張
を
占

む
、

火

床
型

式
は

通
常
火
床
の

も
の

，

搖
動
式
の

も
の

，

水

管
火

床
に

し
て

下
向
通
風
を
行
ふ

も
の

各
式
あ
り

．

下
向

通
風
式
に

し

て

更
に

下
部
火
床
の

播
動
式
な
る

も
の

等
も
あ
リ

　
ニ

、

汽
壓
或
は

罐
水

温
度
及
給
水

淵
度

　
煖
房
專
川

汽
罐
に

あ
り
て

は

汽
壓
（

ゲ

ー

ジ
）

毎
李
方
時
一

ー
九
封

度
に

し
て

五

封
度

内
外
の

も
の

最
も
多
し
温

水

汽
罐
に

あ
り

て

は

罐
水
温
度
華
氏
一

四

〇
ー
ム
一
〇
〇
度

な
り

と
す

．

給
水
淑
度
は

冷
水
を
使
用
す

る

汽
罐
に

あ

り
て

は

常
浬
附
近

な
る

も
大
部
分
放
熱
器

よ
り

の

邏
水

を
使

用

し

其
の

淵
度

何
れ

も

華
氏
一

〇
〇
度
以
上

に

し
て

最
高
二

〇
〇
度
を
示

す
而
し
て
一

七

〇
度
内
外
の

も
の

最
も
多

し

　

三
、

通

風
方
法
及
憩
風
度
測
定

　
通
風
方

法
は

日

本
石
油
株
式
會
肚
に

於
て

誘
導
通

風
を

探
川
せ

る

の

外
は

悉
く
自
然
通

風
に

よ

る
、

之
に

川

ゐ

ら
る

」

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
の

煙
突
の

高
さ

は

最
低
七
五

尺
（

内
務
省
令
市
内

最
低
限
度
）

最
高
一

二

〇
尺
に

達
す
る

も
の

あ
り

、

而
し
て
一

〇
〇
尺
内
外
の

も
の

多
き
を
數
ふ

　

通
風
度
測
定
は

煖
房
專
川

汽
罐
に

採
川
し
た

る

も
の

は

皆
無
な
り

蓋
し

通
風
度
は

燃
燒
に

密
接
の

關
係
あ

る
一

因
子

に

し

て

之
を
忽
に

す
べ

き
に

非
ら
ざ

る

も
の

な
り
之
を
適
宜
調
整
し
以

て

發
煙

．

爐
温
低
下、

煙
突
熱
損
失
等
の

損

害
を
防
止
す
る

の

資
に

供
せ

ん

こ

と

最
も
望
ま
し

き
こ

と

な
り
と

す

　

四
、

煖
房
使
用

期
闇

　
毎
年
十
一

月
よ

り

翌
年
三

、

四
月
の

候
に

至
る

五

ケ

月
乃
至

六

ケ

月

聞
と

す
、

但
し

例
外
と

し
て

早
き

は

十
月
．

晩
き

は
十

二

月

に

入

り
て

開
始
す
る

も
の

あ
り

、

表
中

泉
橋

慈
善
病
院
の
［

年
聞
を
通
じ
て

焚
火
を
行
ふ

も
こ

れ

煖
房
の

み

の

用

途
に

あ
ら
ざ

る

こ

と

勿

論
な
り
と
す．

煖

　

　
　
　
講
話

及
咨ハ
料
　

　由
果｛
斌

市

内
に

悟

け

る・
王

な
る

煖
臣
毋

汽

罐
の

規
況

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

六

九
一



The Japan Institute of Energy

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　工nstltute 　of 　Energy

月 七 年 四 十 正 大

　
　

　
　
講
請

及

資
料

　
東
京
市

内
に

於
け

ろ

生

な

る

煖

房
汽

贋
現
況

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
六

九
二

房
使
用

期
間
に

於
け

る
一

日

雫
均
焚
火

時
闇
は
七

ー

＝
二

時
聞
に

し
て
一

〇
時
聞

前
後
の

も
の

最
も
多
し

、

除
外
例
と
し
て

帝
國
ホ

テ

ル

に

於

け
る
一

八

時

間
、

東
京
日

日

薪
聞
就
の

二

〇

時
閥

、

慶
雌

義
塾
大

學
病
院
に

於
け
る

二

囚

時
聞
の

も

の

あ
り

　
五
、

燃
料
溝
費
量

　
煖
房
期
瞬
中
一

日

平

均
燃
料
使
用
貴
は

之

に

對
ず

る

處
理
爪

量
判
明

せ

ざ

る

も
の

あ
り

て

燃
料
單

位
重
量
當
り
の

温
水

量
或
は

標
準

歌
態
に

於
け
る

蒸
發
量
を
知

る

こ

と

能
は
す

　
六
、

殘
渣
物
と

燃
料
と
の

割
合
　
燃
燒
殘
渣
物
の

謂
ひ

に

し
て

共
救
字
巾
多

き

は

四

の

乃
至
五

〇
夥
に

窟
す
る

も
の

あ

る

は

稍
多

量
な
り
と

思
惟
せ

ら

る

　
七
，

ス

モ

ー

ク
・
チ
ャ

ー

ト

の

使
用

及
瓦

斯
分
析

　
ス

モ

ー

ク
・
チ
ャ

ー

ト

使
用

或
ぽ

瓦

斯
分

析
に

よ

る

燃
燒
成
績
考
察
は
一

般
に

行
は

れ
す
將
來
此
の

方
面

よ

り

し

て

其
の

成
果
を
定
量
的
に

考

察
せ

ば

或
は

燃
燒
方
法
改

善
等
に

關
し

得
る

處

大
な

る
べ

し

　
八
、

燃
料
の

種

類
　
帝
國
劇
場

、

日

本
石

油
株

式
會
沚
の

重

油
焚
燒
．

三

越

呉
服
店
の

石
炭
重
油
並
用

、

帝
國
ホ

テ

ル
、

國
光
生
命
保
險
株
式
會
祗
〔

松

屋

臭

服
店
）

、

帝
國
鉞
道
協
會
，

丸
の

内
ビ
ル

デ
ィ

ン

グ
、

三
菱

仲
二

號
館，

同

仲
八

號
館，

同

仲
一

三

號
舘
の

六
。

同
仲
一

五

號

館，

同
仲
二
一

號

館、

同

東

七

號
館，

同
束
九
號

館，

三
菱
銀
行、

三

菱
本
瀧
に

於
け
る

瓦

斯
コ

1

ク

ス

使
用
、

日

本
郵
船

株
式
會

杜
、

横
濱
正

金
鉄

行
東

京
支

店
，

日

本
興
業
銀
行
に

於
け
る

石

炭
及
骸
炭
の

混

用
，

茨
城
無
煙
炭
を

使
用
或
は

其
他
の

石
炭
と

混
川
す

る

も

の

に

日

本
郵
酷

株
式
脅
紅

（

骸、
灰

混
用
）

、

邦
樂
座

、

明

治
生

命
保
險

株
式
會
沚、

東
京
銀
行
集
曾

所
、

大
川
田

中
車

務
所

、

東
京
タ

ク

シ

ー

自
働
車
株
式
會

魔
（

丸
の

内
ホ

テ

ル

）
、

三
菱
仲
九
號
館
の
冖
、

同
仲
「

コ

號
館
の

七

あ
り
共
他
多

く
は

有
煙
炭
を
使
用

す

る

も
の

」

如

き
も
北ハ
穣
別
判
明
せ

ざ
る

も

の

あ
り
て

的
確
な
る

數
字
を
示

し

難
し

　

九
、

燃
料
節
約
及

防
煙
計
霊
　
本
問
題

に

開
し
て

は

各
方
面
共
和

當
努
力
を
拂
ふ

も
の

L
如
く
北ハ
の

大
骼
の

趨
勢
を
槻
る

に

次
の

何
れ
か
に

糠
る

も
の

ム

如
し

即
ち
一

、

裝
置
の

改

善
に

よ

る

法
、

二
、

燃
料

の

選
揮
に
よ

る

法
是
れ

な
り

と

す
、

勿
論
特
種
の

燃
料
を

新
に

探
用

せ

ん

に

は

當
然
裝
置
の
一

部
を
變．
史

す
る

の

要

あ

る
べ

く
或
は

其

操
業
法
に

特
異
の

技
巧

を
致

す

を
必

要
と

す

べ

し
，

第
「

の

裝
置
の

改

善
を
主
と

す

る

の

方
針
は

經

濟
的
に

も
最
も
理

想
的
考

案
な
り
と

云

ふ
べ

く
將
來
必

す
や

實
川
化

せ

し

め

ざ
ゐ

べ

か

ら

ざ

る

も

の

な

り
、

且
叉

狡
術
上

よ

り
之
を

親
る

も
顔
る

興
味
あ
る

問
題
な
り
と
云

は

ざ

る

べ

か

ら

す
然
れ
ど

も
装
置
の

改

善
に

よ

り

有
煙
炭
を
無
煙
に

燃
燒
せ

し

め

或
は

劣
質
燃
料
を
も
有

效
に

利
川
せ

ん
と

す
る

は
」

朝
に

し
で

共
成
果
を
見
る

べ

き

に

あ
ら

す
將
來
幾
多

の

研

究
に

俟
つ

こ

と
勿
論
な
り

と
す

，

現
今
完
全

燃
焼
裝
僵
と

稱
し

火

橋
附
近
に

於
て

二

次
察
氣
を
遘
入
す
る

型
式
の

も
の

あ
れ
ど

も

畢
竟
有
煙

燃
燒
を
爲
さ

し

む
る

も
の

に

過

き
ず
、

然
る

に

磁
近

動
力
汽
罐
燃
燒
法

の

顯
著
な
る

進
沙
に

徴
す
る

も
小
型

汽
罐
に

於
て

も
亦
爐
室

共
他
の

改

良

に

よ

り
燃
燒
を
し

て
一

暦
良
好
な
る

欺
態
に
向
上

せ

し
む
る

途
も

近
き

に

あ
る

べ

し
、

次
に

第
二

の

燃
料
の

邂
鐸
を
主
と

す
る

の

方
針
は

最
も
捷
徑
な
る

無

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Institute of Energy

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　工nstitute 　of 　Energy

’
日 ．

　

　

　

　

畜

項

所

訂

者

　

−

〜ー

東

束

帛

施

鋩

虐

妖 儕 † 日

　

　

　

　

級

　

園

　

劇

摘

　

　

讐

潮

本

郵

船

鮮、

　

五
　

訊

生

　

曾

　

荊

　

練

　

伎

愛

麹

生

侮

儡

醸

曾

瓧

粛

京

嶐

上

火

災
保

毆

曾

吐

佐

　

友

　

級

　

行

三
共
株

式

曾

此

慶

塵

確

壁

大

暈

盟

學

郎

窮

　
一
　

眼

日

本

工

瀧
倶

嶺

硬

京

BE

新

閾

安

　田
　保
替

會

嶽

闇

饌

行

窮

泉

支

店

山

口

俵

行

東

京

支

店

帝

　

厨

　

巾
　ナ
　

斟

同日

　
事

　

興

　

乗

　餓
行

加

矗

眼

行

麻

京

支

構

六

畢
生

白

毋

離

曾

眈

邦

　

　

樂

　

　

　
座

國

允

生

命
絹亙
侃

喰
禽瓧

　

　

　

　

　

　（
訟

叛
瞬）

矗
　

越

　
英

　
暇

　

唐

朋

　

鱒

　

毅

　

行

直

京

　

亦

電

　
瓶

見

日

搴

百

油

據

式

曾

吐

帝

國

　鍛
　
疸

　
略

愈

鑽

潰

正

金俄
行

東

京

支

屑

明

陪

生

命

侃

廉

曾

杜

窺

京

銀

行
薬

曾

所

理

化

學

研

窕

所

千

代

田

生

命保
融用互
曾

泣

大

川

田

咆
“

譜

所

夏

京タ
クンー
食
瓧

　

　

　

　

〔
丸

内“テル｝

三
型

亀

所

韶

菖 　三 同 伺 鴎 町 岡 岡 甌 鼠 岡

　

　

汽

湿

襲

造

所

　「
大

阪

汽

瓩

曾

吐

」
　

潅」
ア
yリカ「ーラ
Ff

二ー

　

　

芦

ー

瓧

揚

模

：7ク
£

ソド・
リィル

　

　

＝ックエ

院

　
工

閉

吐

院

　
芝

面

製

餌

厨

辱
觸

重ヴ
ニ

行

高

囮

商

魯

陀

中

島

祕

罐
所

繊

工

所

屡

　
アメ
リ

カγ、

　

　

，

ディ諏ーター
泣

 
囑

三
壮

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　一

　

加

奈

陀

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　一

　

米

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　一

　

　
アメ
卩

力！圏

　

　

，

ディ＝ークー
吐

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　「

　

　
7ア
リ

カノ膕

　

　

，

デ「＝ーター
眦

　

　
アリ
リ

カノ．

　

　

，

尹イ尹ークー
瓧

行

　
アメ
リ

ヵン，

　

　

ラ

チィ尹ーター
註

　

　渦
ー

ラ

かヤィ，
ー

　

　

ウ「コクλ

　

　
ザ

ヂ

ラ沸
肛

　

米

瓧

　
7メ
卩

カン、

　

　

，

デ4ニ
ーター
曲

　

未

　

　
アメ
9
かノ、

　

　

，

ディ詣
1夕
1

祗

　

ヴ
デ

，瓦
洫

　

　ロ
ー

，
1

敵

巖
勁

。

誹

　

　アメ
卩

カン瓱

　

　

ラ

ダ翹ニ
ーター
紅

　一
業

　

　
ア

メ

リヵγ．

　［　
　

ヲ

ディニ
ー
71

証

　一　｝
大

阪

燈

厨

工

謖

所

　冖
米

國

製

　

　

丸ピ即

伸

二
鰥
肺

同

　八
贈

償

仲

九

凱！一

仲

十二
號ノ
六

仲

十二駅ノ
七

仲

十
五
競

里
†一
竺

　

　

　

　

一

東

　七
　
雌

東

　

九

　
競

　

級

　

行

　

掌
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　第

煙
焚
燃

法
に
し
て

其
目
的
の

逹
域
亦
最
も

確
實
な
り
と

す、

現
に

市
内

煖
房

專
用
汽
罐
に

し
て

無
煙
燃
燒
を
行
ふ

も
の

何
れ

も

皆
此
の

方
法
に

依
る

を
見

る
．

然

れ
ど
も
之
を

得
る

に

或
特
種
の

機
開
を

有
す
る

箇
所
以
外
に

あ
り
て

は

無

煙
燃
料
は

現
今
其
價
甚
だ
不

廉
に

し
て

且
骸
炭
の

如

き
は

其
焚
燒
法
に

特

種
の

熟
練
を
要
し
且
其
裝
置
も
一

部
攣
更
を
要

す
る

こ

と

丶

て

其
經
費
も
亦

從
て

増
大
す
る

も
の

あ
る

べ

し
，

叉

貴
重
な
る

軍
油
の

如

き
液
體
燃
料
を
し
て

か
」

る

用
途
に

充
當
す
る

は

燃
料
政
策
上

果
し
て

最
良
の

方
法
な
り
と
云

ふ
べ

き
か

、

若
し

幸
に

し
て

燃
料
加
工

に

よ

り

安
價
な
る

無
煙
燃
料
の

如
き

も
の

の
一

般
市
塲
に

出
現
せ

ば

共
の「
醐

音
亦
甚
大
な
り

と

曇

ふ
べ

し

　

本
邦
無
邇
炭
絶
無
な
る

に

あ
ら
さ

れ
ど

も
其
暈
多
か
ら

す

其
價
も
亦
廉
友

ら
す

鼈
時
隨
所
に

其
所
要
を
滿
尢

す
こ

と

能
は

ざ
る

べ

し
、

市
上

茨
城
無
烟

炭

と

稱
す
る

も
の

あ
り

庖
厨

用
と
し

て

は

好
逋
な
る

も
煖
房
用

と
し
て

廣
く
使
用

せ

ら
れ

ざ
る

は

眞
正

の

無
煙

炭
に

あ
ら
ざ
る

事
と

共
に

其
價
の

不

廉
な
る

に

基
因
す
る

が
如
し
此

目
的
に

便
用
す
る

石

炭
は

寧
ろ

山
東

、

山

西

爾

省
薦

牛
無
烟

炭
の

如
き
高

價
な
ら

ざ
る

炭
種
を
可

と

す
べ

し

　

所
謂

鑄
鐵
製
セ

ク

シ
。

ナ

ル

型

汽
罐
な
る

も
の

を
見
る

に

火
床
面

積
に

野
す
る

觸
火
面

積
割
合
少
な
く

煙
路
短

き
は

無
煙
炭

使
用
の

目
的
に

設

計
せ

ら
れ

た
る

も
の

な
る
べ

く

特
に

其
使
用
盛
な
る

米
國
に

於
て

設
計
製
造
せ

ら
れ
た
る

を
以

て

證
す
べ

し

　

今
囘
の

企
書
に

於
で

蒐
集
し
た
る

資
料
は

其
の

數
極
め
て

少
な

く
し
て

而
か

も

蒐
集

諸
元
に

不

明
な
る

筒
所
尠
な
か

ら
す

、

爲
に

煖
房
汽
罐
に

關
し
冬
式

の

特
徴

、

使
用
の

状
態

，

燃
燒

、

蒸
發
或
は
加
熟
の

成
績
等
の

細
目
に

就
て

一

暦
の

解
析
的

考
究
を
進
め
以

て

將
來
の

取
扱
上
に

稗
盆
す
る

こ

と
岸

得
ざ
り

し
は

頗
ぶ

る

遣
憾
と

す
る

處
な
り

荷
其
の

實
況
に

就
て

は

將
來
幾
多
の

謝
査
に

俟
た
ざ
る

可
か

ら
ざ
る

は

勿
論
な
る

も
此

擧
に

賛
し
當

業
者
の

囘
答
を
得
た

る

を
感

謝
し
同
時
に

將
來
の

協
力
に

よ

り
て

豐
富
な

る

材
料
を
得
相
五
に

研

鑚
し

煖
房
用
汽

罐
と

し

て

好
遖
な

る

も
の

を

邂
定
せ

ん

事
を
期
す
る

も
の

な

り
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